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担当教員 野角 光治
到達目標
通信の歴史と意味を知り、情報伝送における各種技術について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
通信技術の発達は人間社会の発達基盤となっており、近年特に急発達するIT技術革新は目を見張るものがある。この講
義では、通信の意味とそのために人が用いてきた手法、通信における基本技術の理解と情報交換技術、大量伝送技術に
ついて学ぶ。電話、ラジオ、TVなどの現在利用している技術をイメージしながら理解しよう。

授業の進め方・方法

注意点 発達の歴史と技術の進歩を理解しながら習得すると良い。本科目は，情報論や符号論，現在利用している通信システム
網に関連した科目である。コードや取り決めなどの知るべきものと各種計算などの理解するものに大別できることを

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス、通信の歴史 通信の歴史を理解できる。
2週 通信の歴史 通信の歴史を理解できる。
3週 技術の発達と応用 技術の発達と応用を理解できる。
4週 技術の発達と応用 技術の発達と応用を理解できる。
5週 情報の取り扱い 情報の取り扱い、情報量を理解できる。
6週 情報量 情報の取り扱い、情報量を理解できる。
7週 エントロピー、固定電話技術 エントロピー、固定電話技術を理解できる。
8週 これまでのまとめ

4thQ

9週 移動体通信技術 携帯電話とその技術について理解できる。
10週 放送技術 地上ディジタル放送技術について理解できる。
11週 衛星通信とシステム 衛星通信とそのシステムについて理解できる。
12週 符号化法 符号化法について理解できる。

13週 信号とノイズ，メディアの整合 周期関数，信号とノイズ，メディア整合について理解
できる。

14週 振幅変調 振幅変調について理解できる。
15週 振幅変調 振幅変調について理解できる。
16週 総括

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野

電気回路 正弦波交流の特徴を説明し、周波数や位相などを計算できる。 2

電磁気 電流が作る磁界をビオ・サバールの法則およびアンペールの法則
を用いて説明でき、簡単な磁界の計算に用いることができる。 3

評価割合
試験 ポートフォリオ 合計

総合評価割合 95 5 100
基礎的能力 50 5 55
専門的能力 45 0 45


